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はじめに 

  

令和６年第１回定例会の開会にあたり、市政に 

対する私の基本的な考えを申し上げ、市民の皆様 

並びに議員各位のご理解とご協力を賜りたいと  

存じます。 

はじめに、元旦に発生しました令和６年能登半島

地震により、お亡くなりになられたすべての方々の

御冥福を心からお祈りするとともに、被災された 

皆様に心からお見舞いを申し上げます。 

本市は、緊急消防援助隊をはじめとした職員の 

派遣に加え、被災された方への市営住宅の提供を 

するとともに、本市公共施設における義援金募集や

ふるさと納税を活用した寄附の受付など、現地の 

復旧・復興への支援を実施しているところです。 

今後におきましても、被災地の一日も早い復興を

願い、必要に応じた支援を行ってまいります。 

 

さて、早いもので、令和３年６月に市民の皆様  

から４回目のご信託をいただき、松原市政を   

お預かりしてから３年が経過しようとしています。 

４期目の就任にあたりまして、私は市民の皆様に

「安心安全でコロナ・災害に負けない活力ある  

まちづくり」「子育て教育・福祉を推し進め人が輝く  
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まちづくり」「行革の推進と協働による市民と共に 

魅力あるまちづくり」の３つのまちづくりの方針を

お示しし、日本一のまち・まつばらの実現に向けて

挑戦を続けております。 

 

はじめに「安心安全でコロナ・災害に負けない  

活力あるまちづくり」についてでございますが、  

新型コロナウイルス感染症は、令和５年５月に  

感染症法上の位置づけが２類相当から５類に   

引き下げられましたが、引き続き医師会や薬剤師会

とも連携しながら、ワクチン接種を実施すると  

ともに、基本的な感染予防対策の周知啓発を継続 

することで感染拡大防止に努めてまいりました。 

さらに、小中学校給食の無償化や臨時プレミアム付

商品券事業に加え、受験生等インフルエンザ   

予防接種費用助成など、様々な家計支援や事業者 

支援を引き続き実施することで、市民生活を守り、

経済活動の維持を図ってまいりました。 

また、災害対策につきましては、地域主体の   

避難所運営を実現するため、地域の方々との協働に

より、感染症にも対応した避難所運営ネットワーク

の構築が、災害時に避難所となる市内全ての   

小中学校において完了いたしました。 
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次に「子育て教育・福祉を推し進め人が輝く   

まちづくり」についてでございます。 

子育て支援につきましては、平成２２年度から 

１４年連続で４月時点の待機児童ゼロ、また平成 

３０年度から５年連続で通年の待機児童ゼロの達成

を続けているなかで、さらなる幼児教育・保育環境

の充実を図るため、本市の公立施設として２園目と

なる認定こども園の建設に着手いたしました。 

また、子どもの医療費助成につきまして、    

子どもたちがより安心して医療を受けられるよう、

通院時・入院時に係る医療費の助成対象年齢を  

「中学校卒業まで」から「１８歳になる年度末まで」

へと拡充いたしました。 

 

次に、「行革の推進と協働による市民と共に   

魅力あるまちづくり」についてでございます。 

本市の協働の取組の象徴であるセーフコミュニティ

活動につきましては、平成２５年１１月に大阪初の

セーフコミュニティ国際認証都市として認証されて

以降、市民の皆様をはじめ地域の方々との協働の 

取組を継続して進めてきた結果、令和５年１１月に

３度目のセーフコミュニティ国際認証を取得   

いたしました。 
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また、地域と協働のまちづくりの取組に    

つきましては、令和５年１０月に新堂地区において、

イオンタウン松原、ハンズマンがグランドオープン

したことに加え、引き続き、三宅西地区や丹南地区

のまちづくりを支援することで、地域の賑わいを 

創出し、さらなる雇用の拡大と税収増につなげて 

まいります。 

 

以上述べましたように、コロナ禍を乗り越え、  

日本一のまち・まつばらの実現を目指し、様々な  

取組を進めてまいりました。 

今後につきましても、市民の皆様とのさらなる 

協働により、松原市を発展させるため、全力を   

あげて取り組んでまいります。 
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令和６年度予算について 

  

本市を取り巻く状況として、新型コロナウイルス

感染症は、令和５年５月に感染症法上の位置づけが

５類感染症に移行され、長きにわたるコロナ禍から

日常生活を取り戻し、まちに賑わいが戻って   

まいりました。 

 しかしながら、社会経済情勢に目を向けますと、

ロシアによるウクライナ侵攻の長期化等、不安定な

国際情勢などを背景に、エネルギー価格等の高騰に

伴う急激な物価高による市民生活や事業者の経済 

活動への影響は、当面続くものと考えます。 

 このような中、本市をさらに発展させるため、  

市民生活や地域経済を守り抜く取組はもちろんの 

こと、子育て世代への支援、２０２５年に開幕を  

控えた大阪・関西万博を契機としたさらなる本市の

活性化など、本市の魅力向上につながる取組を  

進めてまいります。 

併せて、令和元年度にスタートしました第５次 

総合計画の将来都市像である「みんなでつくる  

未来へつなげるまち まつばら」の実現を目指して、

「安心・安全で活力を生み出すまちづくり」「人を 

育て、人が輝くまちづくり」「魅力を発信し、市民と

共に進めるまちづくり」の「まちづくりの３つの柱」
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と「基本計画の各施策」を推進するための予算編成

を行いました。 

 

予算総額は、 

一般会計で  ４８８億１千３００万円 

特別会計で  ３２６億６千５７６万５千円 

企業会計で  １０８億８千３８０万円 

 

合計しますと、９２３億６千２５６万５千円の 

予算を編成し、「協働」と「検証」により施策の推進

に努めてまいります。 
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行政経営の基本姿勢と重点施策 

 

それでは、令和６年度の行政経営の基本姿勢と 

重点施策について、第５次総合計画の「まちづくり

の３つの柱」に沿って説明いたします。 

 

 

１．安心・安全で活力を生み出すまちづくり 

 

１点目は、「安心・安全で活力を生み出す    

まちづくり」でございます。 

はじめに、災害対策についてでございますが、  

地域主体の避難所運営を実施するため、松原    

防災士会をはじめ、地域の方々との協働により、  

感染症にも対応した避難所運営マニュアルを全ての

小中学校において作成し、避難所運営ネットワーク

の構築が完了いたしました。 

今後につきましては、防災訓練の実施等による 

検証を行い、避難所運営における課題を抽出し、  

避難所運営マニュアルのさらなる改善に努めて  

まいります。 

また、避難の際に支援を必要とされる方々を対象

に、引き続き個別避難計画の作成を進めるなど、  

誰もが安心・安全に避難できるよう努めて    



- 8 - 

 
 

まいります。 

次に、消防行政についてでございますが、災害  

情報を一元的に把握し、より迅速・的確な指令業務

の確立や相互応援体制の強化並びに財政面の効率化

など消防体制の向上を目的とし、引き続き、令和  

７年度から大阪市との消防指令センターの共同運用

に向けた準備を進めてまいります。 

消防団につきましては、令和５年度に本市初の 

女性団員が入団したことから、応急手当の普及啓発

活動や、消防訓練・広報活動の充実を図り、    

さらなる地域防災力の強化に努めてまいります。 

次に、防犯活動事業についてでございますが、  

防犯灯・防犯カメラの設置費や維持管理費の補助を

行うことで、町会等との協働により地域のさらなる

安心・安全を図ってまいります。 

また、子どもの登下校時や夜間帯をはじめ、   

災害時においても、地域で活用できる青色防犯  

パトロール車につきましては、引き続き青色防犯 

パトロール車両の購入及び維持管理に要した経費の

助成を行うとともに、町会や防犯協議会等との協働

により青色防犯パトロールや啓発活動を実施して 

まいります。 

次に、交通安全対策についてでございますが、  

自転車乗用中の事故によるけがの重症化の防止を 
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図るため、高齢者の自転車用ヘルメット購入費用の

助成に加え、新たに小学生から高校生を対象とした

自転車用ヘルメット購入費用の一部助成を実施する

ことで、自転車用ヘルメットの普及の促進に努め、

さらなる安心・安全を図ってまいります。 

次に、空き家対策事業につきましては、令和５年

１２月に施行された改正空家法により、保安上  

危険な特定空家に加え、放置すれば周囲に悪影響を

及ぼす恐れのある空き家が新たに管理不全空家と 

して位置付けられたことから、このような空き家に

対しても、引き続き必要な措置を行ってまいります。 

また、今後も空き家を増やさない取組として、  

新たに耐震改修補助制度における除却補助対象を 

拡充するとともに、所有者が空き家について相談 

できる「松原市空き家コンシェルジュ」を構築し、

体制の充実を図ってまいります。 

次に、水道事業についてでございますが、災害に

強い強靭な配水管網の構築を目指し、継続的に配水

管路の更新事業を行うとともに、市内配水の要で 

ある丹南浄水場の配水ポンプ設備の更新事業を  

進めることで、災害時においても水の安定供給を 

図ってまいります。 

次に、下水道事業における雨水対策についてで 

ございますが、令和６年度は若林地区の調整池が 
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完成することに加え、若林・小川地区の既存水路を

大きく改修し、雨水の排除能力を向上させることで、

同地区の浸水不安の解消を図ってまいります。 

さらに、天美ポンプ場や下水道管渠につきましても 、

令和６年度に新たな下水道ストックマネジメント 

計画の修繕改築計画を策定し、修繕改築を進めて 

まいります。 

また、汚水につきましては、三宅西地区の    

まちづくりに併せた整備をはじめ、大口需要者や 

開発に伴う整備を実施することで、未普及地区の 

解消を進めるとともに、さらなる収入確保を図って

まいります。 

次に、土地利用の取組についてでございます。 

三宅西地区土地区画整理事業についてで    

ございますが、令和４年７月に土地区画整理組合が

設立され、大規模物流施設などの立地を目指した 

幹線道路沿道のまちづくりとして、地域の活性化 

のみならず、本市の発展に大きく寄与する本事業を

推進するため、引き続き、土地区画整理組合が   

実施する公共施設整備に対し支援してまいります。  

また、丹南地区をはじめとする幹線道路沿道の 

まちづくりにつきましても、事業化に向け協働の 

もと支援することで、本市のさらなる活性化を  

図ってまいります。 
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次に、道路事業についてでございますが、大阪府

が実施する都市計画道路大阪河内長野線の北伸整備

の円滑化を図るため、事業用地を対象とした    

地籍調査を実施することに加え、誰もが安心・安全

に通行できるよう整備・改良及び維持管理を進める

とともに、橋りょうにつきましても、引き続き   

法定点検を実施し、この点検結果に基づき、適宜  

補修を進めることにより、橋りょうの長寿命化を 

図ってまいります。 

また、自転車の利用環境整備に向け、市内北部に

おける都市間ネットワークの形成を図るため大阪府

と連携し、「（仮称）大和川サイクルライン・    

松原ルート」を整備してまいります。 

次に、産業の活性化についてでございます。 

企業立地促進制度の一つである雇用促進奨励金に

より、新堂地区に開業した大型商業施設である  

イオンタウン松原をはじめとした事業者に対し、 

多くの市民の皆様の雇用を促進するとともに、  

市内外の企業が本市において積極的に事業展開  

できるよう取り組んでまいります。 

また、農業の振興につきましては、市民の皆様に

地産地消を身近に感じていただくきっかけとして、

学校給食における地場農産物の導入を継続すると 

ともに、本市のエコ農産物「まったら愛っ娘～   
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松原育ち～」や「難波葱」をはじめとした多くの  

意欲ある生産者による安心・安全な地場農産物を、

地産地消推進の柱とし、効果的に販路拡大を進めて

まいります。 

次に、ごみの減量化の推進についてでございます

が、生ごみの水切りや、食品ロスの削減について  

周知・啓発を行い、より一層のごみの減量化に   

つなげるとともに、ごみ処理の推進につきましては、

引き続き「大阪広域環境施設組合」により、安定的・

継続的なごみの共同処理を実施してまいります。 

次に、地球温暖化対策についてでございますが、

令和４年９月に「松原市ゼロカーボンシティ宣言」

を表明したことで、市域において「２０５０年   

二酸化炭素排出量実質ゼロ」に挑戦してまいります。 

また、市域における二酸化炭素排出量の削減を推進

するため、令和５年度より実施している事業者向け

の省エネルギー診断受診補助金制度及び脱炭素化 

設備導入補助金制度を引き続き実施してまいります。 

さらに、「地球温暖化対策の推進に関する松原市 

実行計画」に基づき、小中学校の照明のＬＥＤ化を

はじめ、公用車の更新に際し引き続き電動車を導入

するなど排出削減に最大限取り組むことで、   

ゼロカーボンシティの実現を目指し、挑戦を続けて

まいります。  
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２．人を育て、人が輝くまちづくり 

  

次に２点目、「人を育て、人が輝くまちづくり」で

ございます。 

はじめに、子育てしやすい環境の整備についてで

ございますが、さらなる幼児教育・保育環境の   

充実を図るため、公立では２つ目の幼保連携型  

認定こども園の建設を令和７年４月の開園を目指し

取り組むとともに、今後も待機児童ゼロの継続に 

努めてまいります。 

また、在宅の子育て世帯への支援につきましては、

子育て支援センターにおいて実施している子育て 

相談や子育て中の保護者の交流を行うことで、  

保護者の負担軽減を図ってまいります。 

さらに、松原版ネウボラとして、子育て世代   

包括支援センターでは、妊娠・子育て世帯が安心  

して出産・子育てできるよう、妊娠期から出産・  

子育てまで一貫して身近で相談に応じ、必要な支援

につなぐ伴走型相談支援を行ってまいります。 

また、ひとり親家庭への支援につきまして、   

養育費の取り決めや受け取りが確保できるよう、 

公正証書の作成費用等について、新たに補助を実施

することで、養育費の確保に係る支援を行って   

まいります。 
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次に、教育についてでございます。 

令和４年度から取り組んでいます「松原市   

アドバンスト・インターンシップ（ＡＩＭ(エイム)）」

につきましては、令和６年度も引き続き取り組み、

教職員など教育に関わる仕事を目指す学生の応援を

続けてまいります。 

次に、教育ネットワーク事業につきましては、  

令和５年度はネットワークの再整備及び校務支援 

システムの更新を行い、教員の校務処理を効率化し、

児童・生徒に向き合う時間の確保、働き方改革を  

推進いたしました。 

今後につきましてもＩＣＴ機器を効果的に活用 

することで、児童・生徒の学びを保障し、情報活用

能力の育成をさらに進めるとともに、ＩＣＴ機器を

効果的に活用する授業づくりの研究に継続して  

取り組み、効果的な活用を図ることに加え、「ＳＮＳ

ノートおおさか」などを活用した情報モラル教育や

情報活用力を高める教育活動を進めてまいります。 

次に、学校における英語教育の推進につきまして

は、教員の指導力向上を図る体制の充実とともに、

ＪＥＴプログラムを活用し、ネイティブスピーカー

を さ ら に 増 員 す る こ と で 、 英 語 で の       

コミュニケーション力の向上を目指してまいります。 
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また、中学生海外交流事業につきましては、令和

５年１２月に、市内中学生を４年ぶりに台湾台北市

へ派遣し、現地中学校との交流や、異文化交流を  

行うことができました。 

今後につきましても、本事業を継続し、国際社会

をたくましく生きていくために必要な資質・能力を

身につけていけるよう取組を進めてまいります。 

次に、学校等の安心・安全の取組についてで   

ございます。 

セーフコミュニティの理念に基づき、セーフ  

スクール推進事業に取り組み、けがの予防などの 

身体の安心・安全だけでなく、いじめの未然防止  

など心の安心・安全にも取り組んでまいりました。 

これまでの継続した取組により、令和３年度に 

世界で初めて市内全小中学校がインターナショナル

セーフスクールの国際認証を取得いたしました。 

令和４年度以降は、学校ごとから中学校区ごとの

認証を目指し、より地域を意識した新たな    

チャレンジを進めており、令和５年度には松原第四

中学校区、松原第七中学校区が中学校区として認証

を取得しました。 

今後につきましても、児童生徒が主体となった 

取組を継続的に進め、取組や成果を保護者、地域に

積極的に発信し、さらなる安心・安全な学校づくり
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を協働で進めてまいります。 

次に、学校環境の改善及び整備についてで   

ございますが、令和６年度は、松原第六中学校の  

大規模改造工事をはじめ、小中学校のＬＥＤ化の 

推進及び中学校屋内運動場の空調設備の設置を行う

ことで、引き続き児童・生徒の生活の場となる学校

施設の環境改善に努めてまいります。 

次に、令和２年度から実施している小中学校給食

の無償化についてでございますが、令和６年度に 

おいても継続して実施することで、子育て世帯に 

対する支援をより一層推進してまいります。 

次に、健康と生活の質の維持向上についてで  

ございます。 

予防接種事業についてでございますが、令和  

６年度以降もインフルエンザの流行が懸念される 

ことから、子どものインフルエンザ感染の重症化 

予防を図るため、１８歳以下の子どもを対象とし、

インフルエンザワクチンの接種費用の一部助成を 

実施することにより、子育て世帯の支援につなげて

まいります。 

次に、がん患者アピアランスサポート事業に  

ついてでございますが、がん患者の治療と就労の 

両立、療養生活の質がよりよいものとなるよう、  

抗がん剤治療の副作用等に伴う外見上の変化を補う



- 17 - 

 
 

ため、ウィッグや乳房補正具を購入した方に対し、

購入費用の一部を助成してまいります。 

次に、補聴器購入支援事業につきましては、   

補聴器の使用により、聞こえづらさを克服する  

ことで、閉じこもり予防や社会参加の促進に加え、

認知症及びフレイル予防を推進するため、    

補聴器購入費用の一部を助成してまいります。 

次に、介護保険事業についてでございますが、  

高齢者が住み慣れた地域で安心して自分らしい生活

を続けることができるよう、医療・介護・予防・   

住まい・生活支援のサービスを包括的かつ継続的に

提供できる地域包括ケアシステムを推進して   

まいります。 

次に、人権啓発推進事業についてでございますが、

市民の皆様の不安や悩み事への対応につきまして、

人権相談をはじめとした相談窓口の周知を引き続き

実施し、誰もが安心して過ごせるまちづくりを  

目指してまいります。 
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３．魅力を発信し、市民と共に進めるまちづくり 

  

最後に３点目、「魅力を発信し、市民と共に進める

まちづくり」でございます。 

はじめに、セーフコミュニティ推進事業について

でございます。 

ＷＨＯが推奨する「セーフコミュニティ」の取組

につきましては、大阪初のセーフコミュニティ国際

認証都市として、「みんなでつくる 安心・安全な 

まちづくり」を目指し、コロナ禍においても各対策

委員会をはじめ、市民の皆様、地域の方々と継続的

に協働の取組を実施してきたことで、令和５年  

１１月１９日に３度目のセーフコミュニティ   

国際認証を取得いたしました。 

これは、市民の皆様や地域の方々とともに、協働

で進めてきた活動が国際的に認められた証であると

確信しています。 

令和６年度におきましては、これまでの取組を 

改めて検証し、協働のシステムをさらに地域に  

根付かせるため、引き続き６つの対策委員会を中心

とした取組を推進するとともに、協働の輪を広げて

いくため、多くの方々に参加いただける機会を  

作ってまいります。 
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次に、国際交流事業についてでございます。 

令和５年１１月に開催したセーフコミュニティ 

国際認証取得式典や令和６年１月に開催した万博 

国際交流プログラム「ＳＣプロジェクト ｉｎ 松原」

では、韓国でセーフコミュニティに取り組む自治体

から視察団が参加され、交流を深めることが   

できました。 

また、本市は、これまで台湾台北市文山区や   

オーストラリア・ムーニーバレー市との間で、   

セーフコミュニティ活動をはじめ、中学生や高校生

訪問による交流を行いながら、互いに友好関係を 

深めてまいりました。 

また、令和６年度は、平成２６年に台北市文山区

との友好交流都市協定を締結して１０年目の節目に

あたります。 

今後につきましては、今回友好を深めた韓国  

自治体との交流も視野に入れながら、新たな   

国際交流をスタートする年としてまいります。 

次に、松原市移住定住促進事業についてで   

ございますが、令和５年度に引き続き、本市へ   

新たに転入される新入学生、新社会人を対象に、  

市内の民間賃貸住宅に入居する際の家賃相当額の 

一部を助成するとともに、新婚世帯につきましては、

結婚に伴う新生活に係る費用を支援することに加え、
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住宅を購入された世帯には、インセンティブとして

補助金を上乗せすることで、若者のさらなる   

移住定住の促進を図るとともに、活気にあふれ  

多くの若者で賑わうまちづくりにつなげて    

まいります。 

次に、スケートボードパークを核とした    

まちづくり事業についてでございますが、「スケボー

のまち  まつばら」の実現を目指し、市内の    

子どもたちがスケボーを楽しむことができる環境を

つくるため学校と連携するなど、市民の皆様が  

スケートボードに興味を持っていただける様々な 

取組を実施することに加え、全国スケートボード 

施設連絡協議会と連携するなど、イベントの開催に

取り組んでいくことで、「スケボーのまち」としての

認知度向上を図り、若者世代の交流人口や関係人口

の獲得につなげてまいります。 

次に、「食」を基本テーマとして開催しております

地産地消イベント「まつばらマルシェ」についてで

ございますが、令和５年度は４年ぶりに夜間での 

開催を行うなど、市内外より多くの皆様にご来場 

いただき、大盛況を収めることができました。 

次の第１５回に向けて、安心・安全な地産地消の

取組を基本に、農・商・工及び産・学・官連携の   

もと、なお一層本市の魅力を市内外にアピールして
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まいります。 

また、本市の産業振興を図るため、マルシェ   

会場内に商談スペースを設けるなど、事業者の  

ビジネスマッチングを促進してまいります。 

次に、オープンファクトリー推進事業についてで

ございますが、本市のものづくり事業者のイメージ

の向上及び集客による地域経済の活性化を図るため、

ものづくり事業者が見学者及び体験者を受け入れる

ための環境整備等にかかる経費を補助して     

まいります。 

次に、中小企業奨学金返還支援事業についてで 

ございますが、奨学金の代理返還や手当等により、

従業員の奨学金の返還を支援する中小企業に対し、

従業員に支援した経費の一部を補助することで、 

市内の中小企業の人材確保と若者の移住定住の促進

につなげてまいります。 

次に、情報発信についてでございますが、令和  

５年度に誰もが使いやすく、見やすいホームページ

を目指しリニューアルの実施に加え、市の公式  

ＬＩＮＥにつきましても、便利な機能の拡充を行う

など、情報発信の強化を図りました。 

今後につきましても、引き続き広報まつばらや 

ホームページ、各種ＳＮＳなどを活用することで、

市民の皆様の安心・安全に関する情報やイベント 
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など、市政に関する情報をタイムリーに発信して 

まいります。 

次に、本市の観光振興についてでございますが、

メジャーデビュー１５周年を迎えた本市観光親善 

大使ｆｌｕｍｐｏｏｌとの取組を進めるとともに、

松原市観光協会と連携し、イベント等の参加や  

幅広い情報発信を通じて、本市への誘客につなげて

まいります。 

また、大阪観光局と連携し、訪日外国人旅行者  

向けの日本観光情報サイトを用いたプロモーション

を行うことに加え、近隣自治体との広域的な連携を

進めることで、インバウンド誘客にも取り組んで 

まいります。 

次に、令和７年度の大阪・関西万博の開催に   

向けた取組についてでございます。 

次代を担う子どもたちが万博会場で未来社会の 

革新的な技術やサービスを直に体験してもらい、 

将来に向けた夢と希望を感じてもらえるよう、  

大阪府が実施する子どもの無料招待だけでなく、 

市独自でも無料で子どもの招待を行うとともに、 

保護者をはじめ市民の皆様に万博会場に入場して 

いただくため補助を行うことに加え、私が会長を 

務める万博首長連合や日本国際博覧会協会、松原市

観光協会など関係団体と協働し、市内外での   
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イベント等に積極的に参加するなど、幅広い   

情報発信を行ってまいります。 

次に、市制施行７０周年記念事業についてで  

ございます。 

本市は令和７年２月１日に市制施行７０周年を 

迎えます。 

市制施行７０周年の機運を高めるプレイベントを

実施するとともに、令和７年２月１日からの１年間

を市制施行７０周年として位置づけ、皆様に感謝の

意を表するとともに、市民の皆様がまちへの誇りや

愛着を深め、本市の将来につながる新たな一歩を 

踏み出す機会となるよう、記念式典をはじめとした

記念事業の実施に向け、同時期に開催される大阪・

関西万博を契機とした誘客促進とあわせ、    

取り組んでまいります。 

  



- 24 - 

 
 

おわりに 

  

本市は、昭和３０年２月１日に大阪府下２１番目

の市として誕生し、令和７年２月１日に市制施行 

７０周年を迎えます。 

これまでの本市の礎を築き支えてくださいました

多くの先人の皆様のご尽力に対し、心から敬意を 

表するとともに、感謝申し上げる次第であります。 

この大きな節目にあたり、本市に関わる全ての 

皆様とお祝いすることにより、まちへの誇りや愛着

を深める機会とするとともに、「協働」をさらに  

推し進め、「みんなでつくる 未来へつなげるまち 

まつばら」を実現する契機となるよう取り組んで 

まいります。 

 また、全国的に人口減少が叫ばれる中、本市の  

人口は、令和５年は大幅な転入超過となりました。 

このことは、本市の移住定住促進事業をはじめ、

セーフコミュニティ活動による安心・安全の取組、

子 育 て 支 援 の 充 実 、 セ ブ ン パ ー ク 天 美 や     

イオンタウンなど協働のまちづくり、企業立地促進

事業による雇用の拡大など、これまでの市民の皆様

との協働の取組が実ったものと考えております。 

今後も引き続き、市民の皆様とのさらなる協働に

より、誰もが「住んでみたい、住んでよかった、   
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住み続けたい」と思っていただける魅力ある   

まちづくりを進めてまいります。 

どうぞ市民の皆様並びに議員各位のさらなる  

ご理解とご支援を賜りますよう、心からお願い  

申し上げまして、令和６年度の施政方針と    

いたします。 


